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少人数学級拡充の検討状況について

少人数学級拡充の検討状況について、別紙のとおり報告します。

平成２３年１２月２２日

鳥取県教育委員会教育長 横 濵 純 一



少人数学級拡充の検討状況について

平成２３年１２月２２日

小 中 学 校 課

１ 市町村に示した基本的な考え方

○小学校１・２年、中学校１年の１／２協力金を廃止し、単県費で少人数学級を実

施する。

○市町村が１／２協力金に充てていた財源を活用して、県は市町村と協力して他学

年へ少人数学級等を拡充する。

○協力金については、これまでの考え方を継続して、１／２協力金は２００万円、

全額協力金は約５００万円とする。

２ 拡充方法

（１）対象学年、学級規模

① 平成２４年度より小学校３～６年、中学校２・３年→３５人以下学級

② 小学校１・２年→３０人以下学級、中学校１年→３３人以下学級は継続

（２）イメージ図

《現行》

《平成２４年度以降》

※市町村がさらに少人数学級を拡充する場合

[例：小３・４、中２で５００万円協力金を活用して少人数学級を拡充]

３ これまでの協議等の経過

（１）市町村教育委員会との意見交換

・地区別開催 第１回 ５／１６（東・中部）、５／１８（西部）

第２回 ７／６（東・西部）、７／７（中部）

・ヒアリング ８／３１～９／９（若桜町を除く１８市町村）

（２）今後の少人数学級検討委員会（学校、保護者、市町村教育委員会代表が参加）

・第１回 ７／４ 第２回 ８／４

（３）県・市町村行政懇談会 １１／１６

（４）知事記者会見 １１／１７

（５）県議会 総務教育常任委員会に報告 １１／２９
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